
Title 羽衣覚書 : 飛翔と変身
Sub Title A note on Hagoromo
Author 君島, 久子(Kimijima, Hisako)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1969

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.27, (1969. 3) ,p.411- 421 
JaLC DOI
Abstract
Notes 国語国文学・中国語中国文学特集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00270001-

0411

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


5151 

衣

覚

重主
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ー
飛
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と

変
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子

「
羽
衣
伝
説
は
、
世
界
的
分
布
を
も
っ
、
ω
当

g
B
m
E
g
g

－o

の
一
型
式
で
あ
る
。
す
で
に
別
稿
（
本
誌
二
四
号
）
に
、
中
国
に
於
け
る
羽
衣
説
話
の
分
布

と
系
譜
に
つ
い
て
の
べ
た
が
、
今
回
は
ひ
き
つ
づ
き
「
羽
衣
伝
説
」
研
究
の
一
環
と
し
て
、
「
羽
衣
」
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
て
み
た
い
。

「
羽
衣
」
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
に
立
ち
か
え
る
と
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
つ
き
あ
た
る
。
ま
ず
「
羽
衣
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
わ
が
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国
で
は
謡
曲
「
羽
衣
」
で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
よ
り
し
る
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
ろ
み
に
羽
衣
伝
説
の
文
献
に
あ

た
る
と
、
謡
曲
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
駿
河
国
三
保
松
原
の
伝
説
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
の
説
話
の
最
も
古
い
記
録
と
さ
れ
て
い
る
近
江
風
土
記
侠
文

に
、
す
で
に
こ
の
語
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
中
国
に
於
い
て
、
こ
の
「
羽
衣
」
な
る
言
葉
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
最
古
の
文
献
と
い
わ
れ
る
詩
経
を
み
る
と
、
地
上
と
天
と
の
往
来
を
テ
l
マ
と
し
て
い
る
詩
が
あ
る
。
即
ち
大
雅
、
文
王
の
項
に
、

「
文
王
在
上

於
昭
子
天

周
雄
旧
邦

其
命
維
新

有
周
不
顕

帝
命
不
時

文
王
砂
降

在
帝
左
右
」

と
あ
っ
て
、
文
王
の
霊
魂
が
天
通
い
、
天
と
人
間
と
の
聞
を
ゆ
き
き
し
て
い
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
魂
が
天
通
い
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
衣
を
つ
け
て
昇
天
す
る
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。

更
に
南
方
の
楚
辞
に
な
る
と
、
屈
原
の
作
と
称
せ
ら
れ
る
離
騒
の
中
に
、
天
空
を
へ
め
ぐ
る
シ
l
ン
が
あ
る
。
そ
の
昇
天
の
も
ょ
う
は
、



「
胆
玉
此
以
薬
鷲
令
違
挨
風
余
上
征
」

と
あ
り
、
四
つ
の
叫
に
ひ
か
せ
て
、
鷲
に
の
り
、
た
ち
ま
ち
風
を
迎
え
て
昇
天
し
た
の
で
あ
、
た

o

鷲
は
恩
の
類
と
あ
る
か
ら
、
衣
を
き
た
の
で
は
な
く
、
鳳

恩
に
の
っ
て
空
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
吾
令
風
鳥
飛
騰
令
継
之
以
日
夜
・
・
・
・
・
・
」

そ
の
他
控
辞
に
お
い
て
、
屈
原
の
作
と
称
せ
ら
れ
る
古
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
羽
を
き
て
天
に
の
ぼ
る
と
い
う
の
は
み
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
遠
瀞
に
な
る
と
「
羽
人
」
と
い
う
語
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

「
聞
至
貴
而
遂
狙
今
忽
乎
吾
将
行
何
羽
人
於
丹
丘
今

留
不
死
之
旧
郷
」

コの
t:;: 羽

産会
着ア
羽 v ・

て人

員釜
不民

死の
ー～王
定委
官主
人包
得み
道る

と身
生
毛
羽
也
L-
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と
あ
る
。

こ
こ
ろ
み
に
山
海
経
を
ひ
も
と
け
ば
、
人
面
鳥
身
な
ど
グ
ロ
テ
ス
ク
な
生
き
も
の
た
ち
が
、
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
王
逸
の
い
う
羽
人
の
固
と
い

う
の
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
郵
蕗
行
の
山
海
経
築
疏
に
よ
れ
ば
、
都
蕗
行
は
海
外
南
経
の
「
羽
民
国
」
に
つ
い
て
、

「
楚
詞
遠
遊
初
羽
人
於
丹
丘
王
逸
注
引
此
経
言
有
羽
人
之
国
呂
氏
春
秋
求
人
篇
亦
作
羽
人
」

と
い
っ
て
い
る
。

郁
蕗
行
の
い
う
よ
う
に
王
逸
が
呂
氏
春
秋
の
説
を
ひ
い
て
羽
民
国
を
羽
人
之
国
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
羽
民
国
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

呂
氏
春
秋
に
は

「
羽
民
国
在
其
東
南
其
為
人
長
頭
身
生
羽
一
日
在
比
翼
鳥
東
南
其
為
人
長
頬
」

と
あ
り
、
そ
の
高
誘
の
注
に
は
、

「
羽
人
鳥
橡
背
上
有
翼
」



と
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
羽
人
は
鳥
の
く
ち
ば
し
を
も
ち
、
背
中
に
翼
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
山
海
経
の
郭
嘆
の
伝
に
よ
る
と
、
長
頭
に
し
て
身
に
羽

の
生
え
た
人
聞
に
つ
い
て
、

「
能
飛
不
能
遠
卵
生
画
似
仙
人
」

郭
撲
の
見
た
仙
海
経
の
羽
人
の
画
と
い
う
の
は
、
仙
人
に
似
て
い
て
翼
が
あ
っ
て
も
遠
く
へ
は
飛
べ
ず
卵
生
だ
と
い
う
。
文
部
蕗
行
の
築
に
よ
る
と
、

『
博
物
志
云
羽
民
国
民
有
翼
飛
不
遠
多
鷲
鳥
民
食
其
卵
」

と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
や
は
り
羽
民
国
の
民
は
翼
が
有
る
が
遠
く
へ
は
飛
べ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
ほ
か
譲
頭
国
の
民
は
、

「
其
為
人
人
面
有
翼
鳥
橡
方
捕
魚
」

で
あ
り
、
文
畢
方
鳥
は
、

「
其
為
鳥
人
面
一
脚
」
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等
、
山
海
経
に
は
、
人
間
と
鳥
と
の
中
間
的
動
物
が
、
か
な
り
み
ら
れ
る
。
思
う
に
、
山
海
経
で
い
う
羽
人
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
人
面
鳥
身
あ
る
い
は
か

ら
だ
に
羽
の
生
え
た
人
を
指
す
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
も
う
一
方
に
別
の
羽
人
に
対
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

そ
れ
は
前
に
も
ふ
れ
た
楚
辞
遠
遊
の
羽
人
に
つ
い
て
の
王
逸
の
注
の
後
半
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

「
或
日
人
得
道
身
生
毛
羽
也
」

と
、
更
に
洪
輿
祖
の
補
注
に
も
、

「
羽
人
、
飛
仙
也
」

と
い
い
、
郭
嘆
の
見
た
羽
人
の
画
も
、
仙
人
に
似
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
注
釈
者
の
在
世
時
代
は
、
戦
国
末
よ
り
漢
に
か
け
て
さ
か
ん
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
遊
仙
思
想
が
、当
時
流
行
し
て
お
り
、
所
調
「
羽
化
登
仙
」

が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
「
人
、
道
を
得
れ
ば
、
身
に
羽
毛
を
生
じ
」
と
い
い
、
「
羽
人
は
飛
仙
な
り
」
と
い
う
の
は
、
修
業
の
結
果
、
身
に
羽



毛
が
生
え
、
自
由
に
空
を
飛
ぶ
仙
人
に
な
る
わ
け
だ
が
、
現
実
に
は
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
道
土
が
羽
衣
を
着
て
、
羽
化
登
仙
及
び
仙
界
と
の
交

道
の
象
徴
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
の
ち
に
は
、
こ
の
道
士
を
さ
し
て
、羽
人
ま
た
は
羽
士
と
い
っ
た
。
故
に
、
「
羽
衣
」
な
る
言
葉
の
、
古
い
記
録
を

み
る
と
、
史
記
の
封
禅
書
に
、

五
利
将
軍
も
亦
羽
衣
を
衣
、
夜
白
茅
の
上
に
立
ち
、
印
を
受
く
。

以
て
臣
と
せ
ざ
る
を
示
す
也
。
而
し
て
天
道
を
側
ぷ
る
は
、
旦
に
天
子
の
為
め
に
天
神
を
道
か
ん
と
す
れ
ば
也
。
」

「
天
子
親
ら
五
利
の
第
に
如
き
、
使
を
し
て
羽
衣
を
衣
、夜
白
茅
の
上
に
立
た
し
め
、

と
あ
る
。
文
漢
書
郊
把
志
に
も
殆
ど
同
文
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
後
に
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。

「
羽
衣
、
以
鳥
羽
為
衣
、
取
其
神
仙
飛
朔
之
意
也
」

と
い
い
、
五
利
将
軍
襲
大
は
、
武
帝
の
時
の
方
士
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
天
子
の
為
に
天
神
を
道
く
た
め
に
羽
衣
を
着
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
羽
衣
」
な
る
言
葉
が
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
所
謂
中
国
の
「
は
ご
ろ
も
説
話
」
の
中
に
は
、
殆
ど
用
い
ら
て
い
な
い
の
で-414ー

あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

現
在
の
口
頭
伝
承
説
話
の
場
合
で
も
、
か
え
っ
て
他
の
物
語
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(1
>

例
え
ば
「
絵
姿
女
一
房
」
、
中
国
で
は
「
百
鳥
衣
」
型
、
と
呼
ぶ
が
、

そ
の
名
の
表
わ
す
ご
と
く
、
い
ず
れ
も
最
後
の
モ
テ
ィ
l
フ
は
、
王
さ
ま
に
と
ら
わ
れ
た
女
房
が
、
夫
に
羽
衣
を
き
て
来
い
と
教
え
る
。
夫
が
羽
衣
を
き
て
お

城
へ
物
売
り
に
ゆ
く
と
、
そ
れ
ま
で
笑
わ
な
か
っ
た
女
房
が
初
め
て
わ
ら
う
。
王
様
は
物
売
り
の
羽
衣
と
、
自
分
の
王
衣
を
と
り
か
え
る
。
す
る
と
物
売
り
は

王
さ
ま
に
な
り
、
王
さ
ま
は
物
売
り
に
な
っ
て
た
た
き
出
さ
れ
る
。
又
別
の
話
で
は
、
王
さ
ま
が
百
鳥
羽
の
衣
を
織
ら
せ
、
そ
れ
を
き
る
と
鳥
に
な
っ
て
飛
び

(2
) 

出
し
、
つ
い
ら
く
す
る
。
又
「
羽
衣
」
と
い
う
民
間
故
事
の
内
容
を
み
る
と
、
強
制
さ
れ
た
結
婚
を
き
ら
っ
て
と
じ
こ
め
ら
れ
た
娘
が
、
か
つ
て
助
け
た
ハ
ト

が
仲
間
と
共
に
羽
を
あ
つ
め
て
窓
か
ら
入
れ
て
く
れ
る
。
そ
れ
で
羽
衣
を
つ
く
っ
て
着
る
と
、
娘
は
、
ば
っ
と
ハ
ト
に
変
っ
て
窓
か
ら
飛
び
出
す
。
と
い
う
も

の
で
あ
る
。



こ
れ
ら
の
羽
衣
は
、
着
れ
ば
姿
が
変
り
、
多
く
は
鳥
に
な
る
と
い
う
不
可
思
議
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
（
そ
の
点
で
は
、
後
述
す
る
「
羽
衣
」
の
機
能
と

全
く
共
通
す
る
の
だ
が
）
こ
れ
ら
の
「
羽
衣
」
と
、
先
に
あ
げ
た
遊
仙
思
想
中
に
用
い
ら
れ
る
道
士
の
羽
衣
と
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
る
点
は
、
要
す
る

に
鳥
の
羽
を
集
め
て
人
為
的
に
つ
く
り
上
げ
た
衣
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
所
謂
」
羽
衣
と
称
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
の
「
は
ご

ろ
も
説
話
」
の
中
で
か
え
っ
て
こ
の
語
を
用
い
な
い
の
は
、
「
羽
衣
」
の
も
つ
以
上
の
よ
う
な
実
体
と
い
う
も
の
と
は
、
お
よ
そ
異
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
も
の

を
、
そ
の
衣
に
託
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

。

さ
て
、
こ
の
「
は
ご
ろ
も
」
に
相
当
す
る
も
の
を
、
中
国
に
お
け
る
は
ご
ろ
も
説
話
の
中
で
は
、
ど
う
表
現
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
は
初
出
と
思
わ
れ
る
晋
の
干
宝
撰
捜
神
記
巻
十
四
記
載
の
物
語
り
は
、
そ
の
モ
テ
ィ
l
フ
の
構
成
か
ら
い
っ
て
も
、
か
な
り
基
本
形
式
に
近
い
も

の
で
あ
る
こ
と
は
別
稿
に
の
べ
た
が
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

り
て
之
を
蔵
す
。
即
ち
往
き
て
諸
鳥
に
就
く
。
諸
鳥
各
々
飛
び
去
れ
ど
も
、一
鳥
独
り
去
る
を
得
ず
、
男
子
取
り
て
以
て
婦
と
な
す
。
：
：
：
」

-415-

「
予
章
新
職
県
の
男
子
、
田
の
中
に
六
七
女
有
る
を
見
る
。
皆
毛
衣
を
着
、
鳥
な
る
を
知
ら
ず
。
旬
旬
し
て
往
き
て
其
の
一
女
解
す
る
所
の
毛
衣
を
得
、
取

と
い
い
、
「
毛
衣
」
と
し
て
い
る
。
右
に
殆
ど
同
文
の
も
の
が
玄
中
記
に
も
あ
り
、
わ
ず
か
な
表
現
の
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
「
衣
」
の
部
分
に
関
し
て
は
、

全
く
同
じ
く
「
毛
衣
」
と
し
て
お
り
、
右
の
「
諸
鳥
各
飛
去
れ
ど
も
」
の
部
分
を
「
鳥
各
ゆ
き
て
毛
衣
に
就
き
、
之
を
着
て
飛
び
去
る
」
と
あ
っ
て
毛
衣
を
む

し
ろ
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
玄
中
記
の
方
は
、
右
の
引
用
文
の
前
に
、

「
始
獲
鳥
夜
飛
昼
蔵
。
蓋
鬼
神
類
。
衣
毛
為
飛
鳥
脱
毛
為
女
人
。
云
々
：
：
：
」

と
あ
っ
て
、
「
毛
を
衣
れ
ば
飛
鳥
と
な
り
、
毛
を
脱
げ
ば
女
人
と
な
る
」
と
い
う
不
可
思
議
な
毛
衣
な
る
も
の
の
機
能
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
玄
中
記
の
系
統
を
た
ど
る
と
、
「
酉
陽
雑
組
」
羽
篇
に
同
じ
内
容
の
話
が
あ
り
、
「
胸
前
に
乳
あ
り
」
と
の
表
現
を
加
え
て
、
鳥
か
ら
や
や
人
聞
に
近
ず

く
。
そ
し
て
「
誠
斎
雑
記
」
に
な
る
と
、



寸
陽
県
の
地
女
鳥
多
し
。
新
陽
の
男
子
、
水
次
に
於
て
之
を
得
た
り
。
遂
に
共
に
居
る
。
二
女
を
生
む
。
悉
く
羽
を
衣
て
去
る
。予章
の
問
、
児
を
養
う

に
其
衣
を
露
さ
ず
。
こ
れ
鳥
が
児
の
衣
中
に
塵
を
落
し
、
則
ち
児
を
病
ま
し
む
と
い
う
。
故
に
亦
之
を
飛
夜
瀞
女
と
い
う
。
」

と
な
っ
て
、
毛
衣
女
は
、
い
よ
い
よ
鬼
烏
の
類
と
混
同
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
玄
中
記
説
話
に
於
い
て
前
半
の
そ
テ
ィ
l
フ
が
、
後
の
毛
衣
女
と
は
別
系
統
の

鬼
鳥
モ
テ
ィ
l
フ
が
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
結
び
つ
い
た
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、
毛
衣
女
な
る
も
の
が
、
容
易
に
鬼
烏
説
話
に

結
び
つ
く
だ
け
の
下
地
が
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
毛
衣
女
は
う
つ
く
し
き
白
鳥
な
ど
で
は
な
く
て
、
単
な
る
動
物
の
鳥
で
あ
り
、
し
か
も
女
に
化
け
る
よ
う
な

不
思
議
な
鳥
と
し
て
当
時
の
人
々
に
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
世
に
も
美
し
い
鳥
と
な
る
た
め
に
は
、
晋
の
捜
神
記
よ
り
、
敦
燈
本
捜
神
記
ま
で
時
代
を
降
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
敦
嬉
変
文
集
巻

八
の
捜
神
記
一
巻
に
よ
れ
ば
、

「
官
有
田
昆
儒
者
、
其
家
甚
貧
、
未
妻
妻
室
。
当
家
地
内
、
有
一
水
池
、
極
深
清
妙
。至
禾
熟
之
時
、
昆
掃
向
田
行
、
乃
見
有
三
個
美
女
洗
浴
。
其
昆
嶺

一
箇
在
池
洗
垢
中
間
。
遂
入
穀
妾
底
、
旬
旬
而
前
往
来
看
之
。
其
美
女
者

乃
是
天
女
、
其
両
箇
大
者
抱
得
天
衣
乗
空
市
去
。
小
女
遂
於
池
内
不
敢
出
池
、
其
天
女
遂
吐
実
情
、
向
昆
嶺
道
：
『
天
女
当
共
三
箇
姉
妹
、
出
来
暫
於
池

a- 

欲
就
看
之
、
準
見
去
百
歩
、
即
変
為
三
箇
白
鶴
、
両
箇
飛
向
池
辺
樹
頭
市
坐
、

中
波
戯
、
被
池
主
見
之
、
両
個
阿
姉
当
時
収
得
天
衣
市
去
。
小
女
一
身
避
遁
中
間
、
天
衣
乃
被
池
主
収
将
、
不
得
露
形
出
池
、
幸
願
池
主
寛
恩
、
還
其
天

衣
、
用
蓋
形
体
出
池
、
共
池
主
為
夫
妻
』
・
：
・
：
：
・
以
下
略
」

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
三
人
の
美
女
と
な
り
、
天
女
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
衣
は
、
天
衣
と
称
す
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
原
身
は
、
白
鶴
で
あ
っ
て
、
鳥
な
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

晋
の
捜
神
記
に
お
け
る
毛
衣
は
、
男
に
よ
っ
て
稲
束
の
中
に
か
く
さ
れ
た
。（
稲
作
と
天
女
の
問
題
は
、こ
れ
ま
た
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ

こ
で
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
）
、
し
か
る
に
敦
燥
本
で
は
す
で
に
天
衣
で
あ
る
の
で
、
「
『
天
衣
向
何
処
蔵
之
、
時
得
安
穏
？
と
と
て
、
「
昆
嶺
共
母
作
計
、

其
房
自
外
、
更
無
牢
処
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
惟
只
阿
嬢
肱
脚
下
作
孔
、盛
著
中
央
、
恒
在
頭
上
臥
之
、
豊
更
取
得
。
」
と
し
た
の
で
あ
っ

た
。



次
に
淵
鑑
類
函
第
一
冊
池
部
に
し
る
さ
れ
た
例
で
は
、

「
南
昌
府
子
城
東
有
浴
仙
池
。
相
伝
有
少
年
。
見
美
女
五
人
脱
五
彩
衣
於
岸
側
浴
池
中
。
少
年
戯
蔵
其
一
。
諸
女
浴
寛
。
著
衣
化
白
鶴
去
。
：
：
：
以
下
略
」

と
あ
っ
て
、
や
は
り
美
女
で
あ
り
、
原
身
は
白
鶴
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
天
女
と
い
う
表
現
は
な
く
、
ま
た
衣
も
天
衣
で
は
な
く
「
五
色
の
衣
」
と
な
り
よ
り
色

彩
を
加
え
て
現
実
の
美
に
近
ず
い
て
く
る
。

こ
の
二
つ
の
物
語
り
を
比
較
す
る
と
、
毛
衣
女
か
ら
、
天
衣
あ
る
い
は
五
色
の
衣
へ
と
、
衣
そ
の
も
の
の
変
化
発
展
に
お
い
て
は
共
通
す
る
が
、
モ
テ
ィ
i

フ
の
構
成
か
ら
い
え
ば
、
淵
鑑
類
函
の
方
は
、
干
宝
捜
神
記
の
構
成
と
殆
ど
同
じ
で
展
開
は
み
と
め
ら
れ
な
い
が
、
敦
煙
本
の
方
は
、
文
体
も
口
語
が
多
く
交

り
、
モ
テ
ィ
l
フ
も
更
に
第
二
、
第
三
の
発
展
を
み
せ
て
民
間
伝
承
の
様
相
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
口
頭
伝
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
羽

衣
説
話
の
三
つ
の
艶
ゼ
こ
の
と
き
す
で
に
、
ほ
ぽ
備
え
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（3
〉
タ
イ
プ

か
つ
て
別
稿
で
の
べ
た
通
り
、
中
国
の
民
間
伝
承
に
よ
る
羽
衣
説
話
は
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
多
彩
に
、
か
つ
広
範
囲
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
型
別
に
分-417 ー

類
す
る
と
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
揚
子
江
よ
り
主
と
し
て
、
北
方
に
分
布
す
る
「
七
夕
型
」
、
揚
子
江
の
南
に
分
布
す
る
七
星
始
祖
型
、
更
に
、

西
南
奥
地
に
住
む
少
数
民
族
を
は
じ
め
、
山
東
、
内
蒙
古
と
お
よ
そ
文
化
果
つ
る
地
域
に
拡
が
る
難
題
型
で
あ
る
が
、
今
こ
れ
ら
口
頭
伝
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
物
語
り
の
中
で
は
、
「
衣
」
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

七
夕
型
は
、
話
の
前
後
の
モ
テ
ィ
l
フ
に
牽
牛
織
女
故
事
の
要
素
が
加
る
た
め
に
、
天
女
は
織
女
と
な
り
衣
は
、
天
衣
あ
る
い
は
単
に
衣
服
と
い
わ
れ
る
、

(4
>(

5
)

例
え
ば
藩
陽
の
話
。
及
び
新
江
省
永
嘉
の
話
で
は
、
「
他
把
紬
放
在
岸
上
的
衣
服
、
掌
着
就
走
」
或
は
「
他
前
去
取
得
地
的
衣
服
、
彼
此
便
可
成
夫
婦
」
と
あ

<6
)

っ
て
、
い
ず
れ
も
「
衣
服
」
で
あ
る
。
文
江
蘇
省
港
雲
の
話
は
、
「
有
七
位
仙
女
在
洗
操
、
他
前
去
把
地
例
的
宝
衣
一
套
蔵
起
来
、
：
：
：
」
と
あ
っ
て
衣
は
「
宝

衣
」
で
あ
る
。

ハ7
〉

次
に
南
の
七
星
始
祖
型
の
物
語
り
で
は
、
広
東
省
の
伝
説
に
例
を
と
る
と
「
衣
服
」
或
は
「
杉
」
と
あ
り
、
天
女
は
天
上
の
昂
星
の
化
身
で
あ
る
仙
女
で
あ

る
。少

数
民
族
に
多
い
難
題
型
で
は
、

ハ8
〉

例
え
ば
苗
族
で
は
「
：
：
：
把
長
得
最
漂
亮
的
那
個
仙
女
的
麹
勝
蔵
起
来
：
：
：
」
と
あ
っ
て
、
「
烏
の
つ
ば
さ
」
を
さ
し
て



ハ9
〉

い
る
し
、
又
僚
族
で
は
、
「
：
：
：
懸
佳
孔
雀
撃
的
一
叢
花
枝
」
で
、
孔
雀
の
羽
毛
で
あ
る
。

こ
の
孔
雀
の
羽
の
衣
は
、
そ
れ
を
き
る
と
た
ち
ま
ち
孔
雀
の
姿
に

な
り
、
舞
い
を
ま
い
な
が
ら
、
故
郷
の
孔
雀
山
ヘ
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
衣
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
少
数
民
族
の
場
合
は
、
殆
ど
天
女
の
原
身
は
鳥
で
あ
る
。
苗
族
は
、
鵠
、
鳥
、
極
め
て
ま
れ
に
白
鳥
、
な
ど
。
イ
族
が
雁
、
ナ
シ
族
が
鶴
、
ダ

ウ

l
ル
族
や
チ
ワ
ン
族
の
よ
う
に
混
合
型
で
は
、
天
女
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
衣
の
方
は
「
羽
」
も
し
く
は
「
つ
ば
さ
」
を
か
く
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
衣
の
実
体
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
天
女
の
原
身
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
天
女
の
原
身
が
「
鳥
類
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
つ
ば
さ
や
羽
毛
な
ど
、
羽
の
衣
で
あ
る
。
そ
れ
が
織
女
な
ど
他
の
モ
テ
ィ

I

フ
と
の
結
合
と
み
な

さ
れ
る
場
合
に
な
る
と
、
天
衣
も
し
く
は
単
な
る
衣
服
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
い
っ
た
い
こ
の
織
女
モ
チ
ィ
l

フ
が
、
い
つ
の
頃
よ
り
結
合
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

-418 ー

牽
牛
・
織
女
二
星
の
名
は
、
詩
経
に
お
い
て
す
で
に
散
見
さ
れ
る
が
、
古
詩
十
九
首
で
は
、
二
星
の
ラ
プ
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
の
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
、
更
に

荊
楚
歳
時
記
に
至
っ
て
牽
牛
織
女
故
事
の
ま
と
ま
っ
た
型
が
記
録
さ
れ
た
。

こ
の
物
語
り
は
、
乞
巧
の
祭
り
と
相
ま
っ
て
、
宮
廷
の
行
事
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
世
に
貴
族
文
人
の
筆
を
に
ぎ
わ
し
て
き
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
「
毛
衣

女
」
の
方
は
早
く
晋
の
時
代
捜
神
記
に
し
る
さ
れ
た
の
み
で
、久
し
く
文
人
の
筆
に
は
の
ぼ
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

儒
教
全
盛
の
世
に
あ
っ
て
は
、
民
衆
の
聞
に
伝
わ
る
不
可
解
な
毛
衣
女
の
話
を
、
あ
え
て
文
人
が
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
の
も
首
肯
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
毛
衣
女
」
は
民
間
に
於
い
て
仏
口
頭
伝
承
の
中
に
脈
々
と
生
き
つ
づ
け
、
発
展
し
て
、
や
が
て
京
劇
の
中
に
花
を
き
か
せ
る
。
か
の
有

名
な
「
天
河
配
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
つ
頃
の
話
が
も
と
に
な
っ
て
生
れ
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
主
と
し
て
北
方
の
地
方
劇
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た

ら
し
い
。
そ
の
だ
し
も
の
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
す
で
に
牽
牛
織
女
故
事
と
羽
衣
説
話
と
が
結
び
び
つ
い
た
物
語
り
、
即
ち
七
夕
型
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
七
夕
の
行
事
と
し
て
上
演
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
、
天
女
は
「
織
女
」
で
あ
る
一
か
ら
、
織
女
の
か
く
さ
れ
る
衣
は
、
当
然
「
天
衣
」
か

「
衣
服
」
で
あ
る
。
牽
牛
織
女
故
事
混
入
の
時
期
は
、
い
つ
ご
ろ
か
、
文
献
の
上
で
は
未
だ
確
証
を
得
て
い
な
い
が
、
宋
の
中
呉
紀
聞
の
中
に
、
当
時
父
老
が



相
伝
え
た
と
し
て
、
「
黄
始
」
な
る
地
名
の
由
来
を
の
ぺ
た
一
節
が
あ
る
。

「
嶋
山
県
東
、
地
名
黄
姑
。
父
老
相
伝
、
嘗
有
織
女
、
牽
中
星
、
降
子
此
地
。
織
女
以
金
箆
劃
河
水
、

河
水
湧
溢
、
牽
牛
因
不
得
渡
。
今
廟
西
有
百
沸

河
。
：
：
：
以
下
略
」

こ
の
織
女
が
金
の
箆
で
一
線
を
劃
し
て
洪
水
が
お
こ
り
、
牽
牛
が
渡
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
モ
テ
ィ
l
フ
は
、
羽
衣
説
話
七
夕
型
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
文

江
庫
府
志
に
し
る
さ
れ
た
「
織
女
廟
」
の
文
も
、
内
容
は
大
体
こ
れ
と
同
じ
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
廟
は
宋
の
威
淳
五
年
、
嘉
定
知
県
朱
象
祖
が
修
理
し

（
叩
）

た
と
あ
る
。
故
に
宋
代
に
は
七
夕
型
の
物
語
り
が
、
語
ら
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
織
女
モ
テ
ィ
l

フ
の
混
入
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
毛
衣
女
に
比
す
れ
ば
、
比
較
的
後
世
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
て
織
女
の
場
合
は
「
天
衣
」
も
し
く
は
「
衣
服
」
で
あ
っ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
要
素
が
加
え
ら
れ
て
「
衣
」
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。

満
洲
実
録
の
冒
頭
に
よ
れ
ば
、
清
朝
の
始
祖
は
天
女
で
あ
り
、
池
に
泳
浴
に
き
た
三
人
の
天
女
の
中
、
末
娘
が
脱
い
で
お
い
た
衣
に
、
か
さ
さ
ぎ
が
朱
い
果

実
を
お
と
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
口
に
含
む
と
身
重
と
な
っ
て
昇
天
で
き
な
く
な
り
、
男
の
子
を
生
む
。
そ
の
子
が
清
朝
の
基
を
ひ
ら
く
物
語
り
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、
衣
を
か
く
す
モ
テ
ィl
フ
が
卵
生
伝
説
の
（
変
形
と
も
お
ぼ
し
き
）
モ
テ
ィ
l

フ
に
お
き
か
え
ら
れ
て
始
祖
伝
説
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

-419ー

こ
う
し
て
み
る
と
、
鳥
で
な
い
天
女
（
織
女
に
し
て
も
始
祖
の
母
な
る
天
女
に
し
て
も
）
は
、
二
次
的
な
他
の
要
素
が
加
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
生
も

比
較
的
後
世
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
七
星
始
祖
型
に
お
い
て
は
、
す
で
に
話
の
主
人
公
が
天
女
の
子
供
に
移
行
し
て
お
り
昂
星
と
の
結
び
つ
き
も
更

に
後
世
の
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
論
拠
に
よ
り
、
中
国
の
「
天
女
」
及
び
「
羽
衣
」
な
る
も
の
の
姿
を
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
展
開
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。

時
間
的
、
あ
る
い
は
歴
史
的
に
そ
の
変
化
の
あ
と
を
た
ど
る
と
、

付

毛
衣
女
H

鳥
の
時
代

口

天
女
H

白
鶴
の
時
代



局

天
女
H

織
女
の
時
代

の
三
段
階
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
三
、
四
世
紀
、
晋
の
こ
ろ
ま
で
に
記
録
さ
れ
た
天
女
は
、
毛
衣
女
で
あ
り
、
そ
の
衣
は
、
毛
衣
で
あ
っ
た
。
原
身
は
た
ん
な
る
動
物
の
鳥
で
、
時
に

は
鬼
鳥
と
混
同
す
る
ほ
ど
の
存
在
と
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
西
王
母
が
、
始
め
山
海
経
に
お
い
て
は
、
み
る
も
お
そ
ろ
し
い
怪
物
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
た

も
の
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
美
し
い
女
神
に
変
容
し
て
ゆ
く
さ
ま
に
も
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
毛
衣
は
着
れ
ば
烏
と
な
り
、
脱
げ
ば
女
人
と
な

る
と
い
う
、
飛
朔
と
変
身
の
機
能
を
備
え
て
い
た
。

以
上
を
便
宜
上
毛
衣
女
の
時
代
と
す
る
と
、
次
に
は
、
数
世
紀
降
っ
て
唐
の
頃
、
毛
衣
女
は
、
美
し
い
天
女
に
変
っ
て
お
り
、
毛
衣
は
、
天
衣
も
し
く
は
五

色
の
衣
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
そ
の
原
身
は
、
鳥
か
ら
、
白
鶴
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ぜ
ん
と
し
て
鳥
類
で
あ
る
か
ら
、
衣
の
飛
朔
と
変
身
の
機

能
は
変
ら
ず
、
着
れ
ば
白
鶴
と
な
っ
て
飛
び
去
る
の
で
あ
る
。

さ
て
第
三
の
段
階
に
な
る
と
、
唐
及
び
そ
れ
以
後
に
、
他
の
二
次
的
要
素
（
七
夕
や
昂
星
等
星
の
伝
説
や
、
卵
生
伝
説
な
ど
）
が
加
わ
り
、
天
女
は
、
天
女-420 ー

も
し
く
は
織
女
や
仙
女
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
衣
も
、
天
衣
、
あ
る
い
は
た
ん
な
る
衣
服
と
な
っ
て
、
変
身
の
機
能
が
失
わ
れ
、
そ
れ

を
着
れ
ば
飛
朔
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
機
能
だ
け
が
の
こ
る
。
現
在
漢
民
族
に
伝
わ
る
話
の
多
く
は
、
こ
の
種
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
歴
史
的
に
た
ど
っ
た
天
女
及
び
羽
衣
の
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
口
頭
伝
承
の
羽
衣
説
話
に
つ
い
て
も
、
そ
の
分
布
を
地

理
的
に
み
で
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
揚
子
江
の
北
方
及
び
南
方
の
比
較
的
海
岸
線
に
そ
う
地
域
に
分
布
す
る
説
話
は
、
そ
の
多
く
が
漢
民
族
で
あ
り
、
そ
れ
ら
高
文
化
を
も
っ
地
域

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
は
、
七
夕
型
や
七
星
始
祖
型
で
第
三
段
階
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
西
南
の
山
岳
地
帯
に
住
む
、
文
字
な
き
少
数

民
族
や
、
ま
た
北
方
ダ
ウ
l

ル
族
や
内
蒙
古
に
伝
わ
る
物
語
り
は
、
第
二
の
段
階
及
び
そ
れ
以
前
の
姿
を
、
な
お
現
在
で
も
保
存
し
て
い
る
。
天
女
は
美
女
で

あ
る
が
、
し
か
し
衣
を
着
れ
ば
鳥
に
変
じ
て
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
い
ず
れ
も
原
身
が
鳥
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
衣
は
、
鳥
の
羽
ゃ
っ
ば
き
で
あ
る
と
い
う
原
始
形

態
を
伝
え
て
い
る
。



わ
が
国
の
羽
衣
説
話
も
、
口
頭
伝
承
に
お
い
て
は
殆
ど
が
七
夕
伝
説
と
の
結
合
で
あ
り
、
そ
の
衣
も
ま
た
飛
び
衣
で
あ
る
。
文
献
上
か
ら
い
っ
て
も
、
鳥
で

は
な
い
天
人
の
話
、
つ
ま
り
前
述
し
た
第
三
の
段
階
に
属
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ
し
、
わ
が
国
の
羽
衣
の
う
ち
、
最
も
古
い
記
録
と
さ
れ
て
い
る

「
帝
王
編
年
記
」
養
老
七
年
葵
亥
の
条
に
し
る
さ
れ
た
近
江
国
風
土
記
侠
文
、
近
江
国
伊
香
小
江
な
る
一
文
の
み
は
、

「
天
之
八
女

浴
於
江
之
南
津
」

と
あ
り
天
女
の
原
身
を
「
白
鳥
と
為
り
て
」
と
し
る
し
て
い
る
。
故
に
羽
衣
も
な
お
変
身
の
機
能
を
な
し
て
い
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
所
調
第
二
の
段

倶
為
白
鳥

自
天
而
降

階
に
属
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

わ
が
国
で
は
「
羽
衣
伝
説
」
と
よ
ぶ
こ
の
美
し
い
物
語
り
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ω
4
5ロ
自
巴
骨
ロ

S
F

と
い
い
、
そ
し
て
中
国
で
は
「
毛
衣
女
故
事
」
と

人
々
の
そ
れ
に
い
だ
く
イ
メ
ー
ジ
を
い
み
じ
く
も
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
よ
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
各
民
族
に
於
け
る
、
こ
の
物
語
の
成
り
立
ち
ゃ
、

註
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）
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) 
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) 
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) 
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) 

(6
) 

(7
) 

(8
) 

(9
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（
叩
）

苗
族
「
阿
秀
王
」
（
「
中
国
民
間
故
事
選
第
二
集
」
所
収
）

東
郷
族
「
白
羽
飛
衣
」
（
「
中
国
民
間
故
事
選
第
二
集
」
所
収
）

拙
稿
「
中
国
の
羽
衣
説
話
」
（
共
立
女
子
大
学
刊
「
文
芸
研
究
」
一
号
）
文
芸
研
究
所

拙
稿
「
中
国
の
羽
衣
伝
説
｜
型
と
分
布
｜
」
（
「
芸
文
研
究
」
二
四
号
一
九
六
八

洪
振
周
「
婦
報
雑
誌
」
第
七
巻
所
収

鐘
敬
文
「
新
民
半
月
刊
」
第
五
五
期
所
収

林
蘭
「
換
心
後
」

中
山
大
学
民
俗
学
会
「
民
間
故
事
調
査
表
」
未
刊
稿
の
た
め
鐘
氏
論
文
よ
り
引
用
。

「
仙
女
的
故
事
」
（
「
苗
族
民
間
故
事
選
」
所
収
）

「
召
樹
屯
和
主
吾
羅
郷
」
（
「
云
南
各
族
民
間
故
事
選
」
所
収

鐘
敬
文
「
中
国
的
天
錦
処
女
故
事
」
（
民
衆
教
育
季
刊
第
三
巻
一
号
）
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